








要約:東洋濾紙 NO.327 で採取した乾燥尿を用いて VMA と HVA を EIA 法と HPLC で定量した。

NO.327 の採取尿量(クレアチニン量)は,これまで使用していた NO.2 に比べて約 2 倍採取

されており,検体量不足による再検率が低下し,溶出時,濾紙くずも少なかった。No.327 か

らの溶出尿の HPLC による VMA,HVA 値は,No2 と差はなかった。EIA 法の測定値と HPLC の値

は相関したが,EIA 法での HVA 値はときに高値を示し,酢酸エチル抽出後は HPLC の値と一

致した。


